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２０２１年３月２９日 

近畿日本鉄道株式会社 

福山通運株式会社 

   

  

名阪特急「アーバンライナー」を使用した貨客混載事業の実施について 

 

近畿日本鉄道株式会社（本社：大阪府大阪市天王寺区 代表取締役社長：都司 尚  以下「近鉄」）と福山通

運株式会社（本社：広島県福山市 代表取締役社長：小丸 成洋  以下「福山通運」）は、近鉄が大阪難波～

近鉄名古屋間で運転する名阪特急「アーバンライナー」を使用した貨客混載事業を、本年夏頃を目処に実施す

ることで合意しました。今後、国土交通省に対し物流総合効率化法に基づく総合効率化計画の認定申請を行い

ます。 

これまで大阪市内～名古屋市内間の輸送については、翌日以降に配送するサービスが主流であり、当日中に

配送するにはトラック等をチャーターする方法が一般的でした。今回の事業では、大阪市内～名古屋市内間の

当日配送が安価で可能となり、ご利用者の利便性を向上させます。主な顧客ターゲットとして、名阪間での工

業製品・部品、商品（日用品・衣料品）等を配送する事業所間を想定しています。 

 鉄道を有効利用する運送サービスのため新たな投資を要さず、トラック配送と代替することで CO2排出量

の削減につながります。また、道路事情に関わらない安定した輸送ルートの確保やドライバー不足対策などさ

まざまな効果が期待できます。 

 近鉄と福山通運は、連携を強化することにより、新たな収益源を確保するとともに、SDGsが目指す持続可

能な社会の実現に一層貢献していきます。 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせは、 

近畿日本鉄道株式会社 総合企画部 

課長 村上 慶晃 （TEL：０６-６７７５-３６１６） 

  福山通運株式会社 

   常務執行役員 藤田 眞司 （TEL：０３-３６４３-６５０７） 

までお願いいたします。 

運用フロー図（イメージ） 

 

アーバンライナーへの積載（イメージ） 
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別 紙 

【背景】 

物流分野においては、全国的に、自動車運送業の担い手不足、消費者ニーズの高度化や多様化、環境負荷

の低減などが重要な課題となっています。 

このような背景から、近鉄と福山通運は、同じ近鉄グループの鉄道および運送事業者として、既存の資源

を有効活用して新たな収益を確保するだけでなく、自動車運送業の担い手不足の解消やＣＯ２排出量の削減

という社会的課題を解決することにも繋げるため、列車を使った貨客混載事業の可能性について両社で検討

を進めてきました。 

その結果、近鉄と福山通運は、大阪難波駅～近鉄名古屋駅間を運転する名阪特急のうち、「アーバンライ

ナー（next・plus）」車両の列車に荷物を積載することで、大阪市内～名古屋市内間の当日配送という新し

い輸送サービスを展開していくことに合意いたしました。 

この事業では、両社にとって新たなビジネスチャンスとなるだけでなく、SDGsが目指す持続可能な社会

の実現にも貢献できるものと考えています。 

  本年夏頃に事業開始を予定しています。詳細については、物流総合効率化法に基づく総合効率化計画が認

定され次第、お知らせします。 

 

【貨客混載事業の期待される効果】 

近  鉄 空きスペースの有効活用で投資を要さず事業を開始できる。物流による収益確保。 

福山通運 チャータートラック便需要の取り込みによる新規顧客開拓や収益の確保。道路事情によらな

い安定した輸送ルートの確保。投資を要さず事業を開始できる。ドライバー不足の解消。 

お客さま 名阪間の当日配送便を安価にいつでも利用できる。 

SDGs ドライバー不足の解消 （８．働きがいも経済成長も） 

安定輸送で安価な当日配送により利便性向上 

（１１．住み続けられるまちづくりを） 

ＣＯ２排出量削減の環境対策 

（１３．気候変動に具体的な対策を） 

 

〈参考〉 

・物流総合効率化法に基づく総合効率化計画認定とは 

物流分野における労働力不足への対応や環境負荷の低減を推進するため、２０１６年１０月に施行さ

れた改正物流総合効率化法に基づき、環境負荷の低減及び、省力化に資する流通業務の総合化及び効率

化を図る事業に対し、国土交通省が認定を行い、その認定を受けたものに対し、各種支援が行われる制

度です。 

 

   ・「アーバンライナー（next・plus）」で運転する名阪特急 

大阪難波駅・近鉄名古屋駅毎時３０分発などで、主要駅に停車する名阪特急として１日１７往復運転

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

「アーバンライナーnext」          「アーバンライナーplus」 

以 上 


